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 法人の基本方針 

「輝く命」 

体と心は病気になりますが、命は病気にならない。  

気が付いたら歩けない体に住んでいた。 

手が使えない体に住んでいた。 

住んだ体はどうであれ、命はみな同じで、生きることのスタートは命が

あるということからです。 

よりよい状態で生き続けることこそが幸せと思います。  

この人たちが、今日もまた生きていることを楽しみ、飾りのない命を見

せてくれます。              （創設者 藤原 清司） 

第1 人権の尊重  

 私たちは、利用者の人権を侵害することなく障がいがあるが故の差別を

してはならない 

第 2 四者一体での運営  

 私たちは、利用者・家族・職員・役員の四者が一体となって運営を図ら

なければならない 

第 3 倫理の確立  

 私たちは、法令遵守や高い倫理観が求められており、常に人格・資質の

高揚に努めなければならない 

第 4 地域生活支援の活動強化  

 私たちは、地域と連携し、要援護者に対してよりよい支援提供に努め

なければならない 

法人の理念 

～ワークセンターむろおかでの風景～ 
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新
生
会
は
、
昨
年
、
創
立
三
十
周
年

の
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
機
に
あ
ら
た
め
て
会
の
発
展
を

期
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
八
年
に
身

体
障
害
者
授
産
施
設
「
新
生
園
」
を
開

設
以
来
、
五
年
後
に
は
知
的
障
害
者
更

生
施
設
「
第
二
新
生
園
」
、
平
成
十
三
年

に
重
症
心
身
障
害
児(

者)

施
設
「
み
ち

の
く
療
育
園
」
の
ほ
か
多
機
能
型
施
設

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
む
ろ
お
か
」
・
「
あ

さ
あ
け
の
園
」
な
ど
入
所
や
通
所
施
設
、

平
成
十
七
年
に
は
「
障
害
者
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
し
ん
せ
い
」
を
運
営
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
六
月
に
成
立
・
公
布

さ
れ
た
「
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の

実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉

施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成
二

十
五
年
四
月
一
日
か
ら
「
障
害
者
自
立

支
援
法
」
を
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

に
改
め
、
障
害
者
の
範
囲
に
難
病
等
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
重
度
訪
問
介
護
の
対
象

者
の
拡
大
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
へ
の
一
元
化
な
ど
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

 

当
法
人
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
も
自
立
支
援
法
に
対
し
、
多
機
能

型
施
設
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
む
ろ
お

か
」・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
「
あ

さ
あ
け
の
園
」
、
新
生
園
、
第
二
新
生
園

が
そ
れ
ぞ
れ
に
障
害
者
支
援
施
設
に
移

行
し
た
ほ
か
、
一
昨
年
に
は
「
み
ち
の

く
療
育
園
」
も
児
童
福
祉
法
に
よ
る
医

療
型
障
害
児
入
所
施
設
及
び
自
立
支
援

法
に
よ
る
療
養
介
護
施
設
と
し
て
運
営

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
一
元
化
を
行
う
等
、

新
法
へ
の
対
応
も
着
実
に
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

施
設
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
年

秋
ご
ろ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

の
受
審
を
機
に
、
自
己
評
価
を
踏
ま
え

た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
な
お
一
層
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
施
設
・
事
業
所
の
一
体
性
を

よ
り
高
め
、
こ
れ
を
法
人
本
部
事
務
局

が
支
え
る
こ
と
に
よ
り
体
制
の
充
実
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

常
に
地
域
と
共
に
歩
む
福
祉
の
推
進

の
た
め
、「
人
権
を
尊
重
し
、
人
間
と
し

て
も
価
値
観
の
確
立
」
に
向
け
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
職
員
の
育
成
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
利
用
者
へ
の
支
援
、

生
活
能
力
の
向
上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

家
族
や
関
係
者
か
ら
信
頼
を
得
る
べ
く

研
修
等
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
つ
つ
、
ま
た

そ
の
中
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
「
理

念
や
基
本
方
針
」
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

関
係
者
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

          

                              

 

≪平成 26 年 4 月 1 日 辞令交付式の様子≫ 
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平
成
二
十
五
年
度
は
、
法
人
の
理
念

「
輝
く
命
」
と
基
本
方
針
を
も
と
に
、

利
用
者
と
そ
の
家
族
、
役
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
利
用
者
一
人
一
人
の
尊
厳
を

重
ん
じ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生

活
の
保
障
を
基
本
に
据
え
た
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法

及
び
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
各
種
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
通
じ
て
、
施

設
利
用
者
並
び
に
在
宅
利
用
者
の
生
活

支
援
、
就
労
支
援
、
相
談
支
援
を
推
進

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
法
人
・
新
生
園
創
立
三
十
周

年
の
節
目
を
祝
い
、
多
く
の
関
係
者
や

地
域
住
民
の
参
加
の
も
と
記
念
式
典
・

特
別
講
演
会
・
地
域
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
の
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

法
人
創
設
の
想
い
と
三
十
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

一
．
個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
質
の
向
上 

 

虐
待
防
止
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り

定
期
的
に
職
員
自
ら
の
行
動
を
振
り
返 

り
、
利
用
者
へ
の
虐
待
防
止
に
努

め
ま
し
た
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
施
設
ご
と

に
事
前
研
修
を
実
施
し
た
ほ
か
、

評
価
基
準
に
基
づ
く
自
己
評
価
を

行
い
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
点
検
と

課
題
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

 

八
月
九
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
第
二

新
生
園
（
ま
ゆ
の
里
）
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
む
ろ
お
か
（
エ
コ
レ
ス
ト
ラ
ン
あ
い

の
の
）
、
あ
さ
あ
け
の
園
及
び
新
生
ホ
ー

ム
の
一
部
が
浸
水
等
に
よ
る
被
害
が
あ

り
、
特
に
、
ア
ン
ダ
ン
テ
新
田
利
用
者

は
本
部
事
務
所
で
四
日
間
避
難
生
活
を

送
り
ま
し
た
。 

二
．
地
域
の
機
関
、
団
体
、
個
人
と
の

連
携
・
協
働
と
、
地
域
の
生
活
・

福
祉
課
題
の
解
決 

 

地
域
自
立
支
援
協
議
会
、
紫
波
郡
障

が
い
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
つ
き
一
会
）

等
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
矢
巾
町
、

紫
波
町
を
始
め
行
政
や
他
の
社
会
福
祉

法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
連
携
し
、
地

域
の
障
が
い
者
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
施
設
設
備
・
機
能
を
地
域
社

会
に
積
極
的
に
開
放
し
、
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
交
流
を
深
め
、

信
頼
の
獲
得
に
努
め
ま
し
た
。 

 

三
．
総
合
的
な
人
事
管
理
と
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
づ
く
り 

 

人
事
考
課
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

体
系
的
な
教
育
研
修
制
度
の
構
築
に
向

け
て
教
育
研
修
検
討
部
会
を
中
心
と
し

て
、
法
人
の
人
材
育
成
の
基
本
方
針
や

期
待
す
る
職
員
像
案
等
の
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
法
人
創
設
者
に
よ
る
研
修

会
等
を
開
催
し
、
職
員
の
資
質
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。 

 

職
員
の
安
全
と
心
身
の
健
康
を
確
保

す
る
た
め
、
職
員
安
全
衛
生
委
員
会
を

設
置
し
、
職
員
の
健
康
保
持
に
関
す
る

現
状
と
課
題
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

臨
床
心
理
士
に
よ
る
定
期
的
な
健
康
相

談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
を
実
施
す
る

な
ど
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に

努
め
ま
し
た
。 

四
．
公
正
か
つ
適
正
な
事
務
事
業
の
推

進
と
執
行
体
制
の
充
実
強
化 

 

第Ⅲ

期
経
営
計
画
（
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
二
十
六
年
度
）
に
基
づ
き
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
法
人

の
長
期
構
想
「
目
標
と
す
る
将
来
像
」

の
検
討
を
開
始
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
、

地
域
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な

事
業
計
画
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

し
た
。 

 

事
務
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
に

常
務
理
事
を
置
き
、
執
行
体
制
の
充
実

強
化
を
図
っ
た
ほ
か
、
理
事
、
監
事
及

び
評
議
員
が
そ
の
役
割
を
認
識
し
、
法

人
経
営
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
相
互
け
ん

制
機
能
の
発
揮
に
努
め
ま
し
た
。 

 

設
備
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
生
園
及

び
第
二
新
生
園
に
お
い
て
、
居
室
等
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
居
住
環
境
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
紫
波
町
中
島
地

内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
用
の
土
地
・
建

物
を
取
得
し
、
利
用
者
が
安
心
か
つ
安

全
な
暮
ら
し
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
平
成
二
十
五
年
度

の
法
人
運
営
は
順
調
に
経
過
す
る
こ
と

が
で
き
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

は
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
・
事
業
所
で
高

い
利
用
率
を
保
持
し
、
自
立
支
援
費
等

収
入
及
び
保
険
収
入
等
の
事
業
収
入
が

前
年
度
を
上
回
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

就
労
支
援
事
業
所
収
入
は
、
例
年
と
ほ

ぼ
同
様
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
が
、
さ

ら
な
る
工
夫
・
改
善
を
行
い
、
利
用
者

工
賃
の
維
持
向
上
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

今
後
は
目
標
と
す
る
将
来
像
の
実

現
に
向
け
た
中
長
期
計
画
の
策
定
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国
の
福
祉
制
度
改
革

の
動
向
を
注
視
し
、
公
共
的
・
公
益
的

か
つ
信
頼
性
の
高
い
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
充
実
、
発

展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
五
年
度 

 
 

社
会
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 平成 25 年度決算  
 

貸借対照表 
（自）平成 25 年 4 月 1 日 （至）平成 26 年 3 月 31 日 

  
（単位：円） 

資産の部 負債の部 

流動資産 736,146,130 流動負債 60,481,756 

現金・預金 535,239,863 買掛金 2,382,827 

売掛金 8,561,576 未払金 53,654,941 

商品・製品 360,078 預り金 4,443,988 

未収金 186,880,393   

貯蔵品 4,315,657   

立替金 373,543   

前払金 293,520   

その他流動資産 121,500   

固定資産 1,864,057,480 固定負債 117,264,650 

基本財産 1,308,864,767 設備資金借入金 61,900,000 

建物 844,256,743 長期運営資金借入金 0 

土地 463,608,024 退職給与引当金 55,364,650 

基本財産特定預金 1,000,000 
負債の部合計 177,746,406 

その他の固定資産 555,192,713 

建物付属設備 164,627,663 
純資産の部 

構築物 12,348,114 

機械及び装置 13,126,817 基本金 351,764,846 

車輌運搬具 8,381,840 国庫補助等特別積立金 536,214,460 

器具及び備品 45,440,495 その他の積立金 254,099,000 

権利 1,703,134 次期繰越活動収支差額 1,280,378,898 

長期貸付金 0 （うち当期活動収支差額） 123,868,695 

退職共済掛金 55,364,650   

その他固定資産 101,000 
純資産の部合計 2,422,457,204 

その他の積立預金 254,099,000 

資産の部合計 2,600,203,610 負債及び純資産の部合計 2,600,203,610 

    

  脚注  

  1、減価償却費の累計額 1,275,105,666 円 

  2、徴収不能引当金の額 0 円 
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財 産 目 録 

平成 26 年 3 月 31 日現在 

（単位：円） 

資産・負債の内訳 

Ⅰ資産の部  

 1．流動資産    

  ①現金    166,654 

  ②小口現金    130,900 

  ③普通預金    488,704,125 

  ④通常貯金    15,803,693 

  ⑤振替口座    16,434,491 

  ⑥定期預金    14,000,000 

  ⑦売掛金    8,561,576 

  ⑧商品・製品    360,078 

  ⑨未収金    186,880,393 

  ⑩貯蔵品    4,315,657 

  ⑪立替金    373,543 

  ⑫前払金    293,520 

  ⑬その他流動資産    121,500 

 流動資産合計 736,146,130 

 2．固定資産   

 （1）基本財産   

  ①土地  463,608,024 

  ②建物  844,256,743 

  ③基本財産特定預金  1,000,000 

 基本財産合計 1,308,864,767 

 （2）その他の固定資産  

  ①建物付属設備  164,627,663 

  ②構築物  12,348,114 

  ③機械及び装置  13,126,817 

  ④車輌運搬具  8,381,840 

  ⑤器具及び備品  45,440,495 

  ⑥権利  1,703,134 

  ⑦退職共済預け金  55,364,650 

  ⑧その他の固定資産  101,000 

  ⑨その他の積立預金  254,099,000 

 その他の固定資産合計  555,192,713 

 固定資産合計 1,864,057,480 

   資産合計 2,600,203,610 

Ⅱ負債の部  

 1．流動負債   

  ①買掛金   2,382,827 

  ②未払金   53,654,941 

  ③預り金   4,443,988 

  流動負債合計  60,481,756 

 2．固定負債    

  ① 設備資金借入金    61,900,000 

  ② 退職給与引当金    55,364,650 

  固定負債合計   117,264,650 

   負債合計 177,746,406 

   差引純資産  2,422,457,204 
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資金収支計算書 
（自）平成 25 年 4 月 1 日  （至）平成 26 年 3 月 31 日 

             

                                     （単位：円） 

 法人全体 

 予算 決算 対比 

就労支援事業収入  83,839,000 80,088,978 3,750,022 

就労支援事業支出  83,891,000 78,393,002 5,497,998 

就労支援事業活動資金収支差額  △52,000 1,695,976 △1,747,976 

福祉事業収入  1,325,041,000 1,320,839,662 4,201,338 

福祉事業支出  1,248,251,000 1,149,572,284 98,678,716 

福祉事業活動資金収支差額  76,790,000 171,267,378 △94,477,378 

施設整備等収入 6,942,000 6,943,000 △1,000 

施設整備等支出 41,394,000 37,136,745 4,257,255 

施設整備等資金収支差額  △34,452,000 △30,193,745 △4,258,255 

財務収入 9,853,000 9,292,620 560,380 

財務支出 126,389,000 125,504,650 884,350 

財務活動資金収支差額  △116,536,000 △116,212,030 △323,970 

予備費  38,077,000   

当期資金収支差額合計   26,557,579  

 

事業活動収支計算書 
（自）平成 25 年 4 月 1 日  （至）平成 26 年 3 月 31 日 

             

                                     （単位：円） 

 法人全体 

 平成 25 年度決算 平成 24 年度決算 対比 

就労支援事業収入  80,088,978 80,756,833 △667,855 

就労支援事業支出  83,843,095 85,923,949 △2,080,854 

就労支援事業活動収支差額  △3,754,117 △5,167,116 1,412,999 

事業収入 1,257,668,333 1,218,131,947 39,536,386 

事業支出 1,132,388,932 1,096,981,853 35,407,079 

事業収支差額  125,279,401 121,150,094 4,129,307 

事業外収入 95,773,595 110,468,674 △14,695,079 

事業外支出 96,839,960 113,333,757 △16,493,797 

事業外収支差額  △1,066,365 △2,865,083 1,798,718 

特別収入 9,291,465 3,194,113 6,097,352 

特別支出 5,881,689 6,687,469 △805,780 

特別収支差額  3,409,776 △3,493,356 6,903,132 

当期活動収支差額合計  123,868,695 109,624,539 14,244,156 
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新
生
園
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一

日
に
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
と
し

て
、
矢
巾
町
室
岡
に
設
立
さ
れ
、
三
十

一
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、

地
域
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
身

体
障
が
い
者
が
働
き
な
が
ら
生
活
す
る

た
め
の
支
援
を
長
年
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
総
合
支
援
法
へ
の
制
度
改

正
に
伴
い
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
、
難
病
の
方
々
へ
と

支
援
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

       

施
設
の
南
側
に
は
蛍
が
飛
び
交

う
壇
が
あ
り
、
二
階
の
食
堂
か
ら
は

近
隣
の
お
花
畑
を
一
望
し
、
晴
天
の

日
は
岩
手
山
が
眺
望
で
き
る
環
境

に
恵
ま
れ
、
施
設
入
所
支
援
（
四
十

人
）
、
生
活
介
護
（
二
十
五
人
）
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
十
五
人
）
、
短

期
入
所
（
空
床
型
）
の
事
業
を
提
供

し
、
通
所
し
て
い
る
利
用
者
も
お
り

ま
す
。
利
用
者
が
年
々
高
齢
化
す
る

の
に
あ
わ
せ
、
障
が
い
も
重
度
化
し

て
お
り
、
職
員
は
健
康
管
理
と
事
故

防
止
、
安
全
・
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 

             

      

   

第
二
新
生
園
は
、
矢
巾
町
と
紫
波
町

の
境
の
田
園
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

場
所
に
あ
り
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に

定
員
五
十
名
の
知
的
障
が
い
者
の
入
所

施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
在
宅
の
障
が
い
者
の
方
の
通
所
の

要
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
平
成
七
年
四

月
に
三
十
六
名
定
員
の
通
所
部
を
併
設

し
、
現
在
は
八
十
五
名
定
員
の
多
機
能

型
障
害
者
支
援
施
設
と
し
て
運
営
し
て

お
り
ま
す
。 

多
機
能
型
と
は
、
複
数
の
機
能
の
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
施
設
入
所
支
援
事
業
（
定
員
四
十

名
）
、
生
活
介
護
事
業
（
定
員
七
十
名
）
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
定
員
十
五

名
）
、
短
期
入
所
事
業
（
定
員
二
名
）
、

日
中
一
時
支
援
事
業
の
五
つ
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

   

第
二
新
生
園
は
多
く
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
地

元
の
太
田
地
区
の
皆
様
に
は
行
事

等
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
法
人
の
理
念
『
輝

く
命
』
の
も
と
、
利
用
者
の
人
権

の
尊
重
を
基
本
と
し
、
利
用
者
の

皆
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

支
援
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

               

事
業
所
紹
介
① 

新
生
園 

事
業
所
紹
介
② 

第
二
新
生
園 
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新
生
会
の
給
食
は
、
新
生
園
は
直
営
、

第
二
新
生
園
は
労
務
委
託
、
み
ち
の
く

療
育
園
は
全
面
委
託
と
形
態
が
様
々
で

す
。
ま
た
、
施
設
利
用
者
様
の
障
が
い

程
度
も
異
な
り
ま
す
。
昨
年
度
、
三
施

設
の
栄
養
士
が
初
め
て
「
栄
養
士
会
議
」

を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
法

人
で
あ
り
な
が
ら
交
流
ど
こ
ろ
か
、
お

互
い
の
顔
さ
え
知
ら
ぬ
状
況
で
し
た
。 

 

最
初
は
、
今
抱
え
て
い
る
施
設
ご
と

の
問
題
点
に
つ
い
て
の
話
合
い
が
な
さ

れ
、
話
合
い
が
進
む
中
、
法
人
役
員
の

話
で
、
「
○
○
園
の
食
事
は
い
い
け
ど
、

△
△
園
の
食
事
は
今
ひ
と
つ
…
」
と
い

う
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
。
私
た
ち
栄
養
士
に
と
っ

て
そ
れ
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
な
こ
と
で

し
た
。 

 
 

 
 

ま
ず
各
施
設
の
食
事
を
知
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
と
「
新
生
会
統
一
献
立

の
日
」
を
月
一
回
昼
食
か
ら
実
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
問
題
点
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
回
を
重
ね
る
こ
と
に

よ
り
見
え
て
く
る
改
善
点
を
生
か
し
、

利
用
者
様
に
「
食
事
が
楽
し
み
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

        

み
ち
の
く
療
育
園
献
立 

 

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
人
気
の
あ
る
丼

物
。
具
沢
山
の
ビ
ビ
ン
バ
丼
は
、
人
気

メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。
初
め
て
見

る
豆
腐
サ
ラ
ダ
に
、
皆
さ
ん
興
味

津
々
！
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
？
」
「
杏
仁
豆

腐
？
」
と
、
手
作
り
の
豆
腐
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
ワ
ン
タ
ン
入
り
の
中
華
ス

ー
プ
も
と
て
も
好
評
で
、
お
か
わ
り
を

し
て
い
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
（
新
生
園
栄
養
士
） 

           

第
二
新
生
園
献
立 

 

三
施
設
の
中
で
一
番
重
症
度
が
高
い

当
園
で
は
使
用
可
能
な
食
材
が
限
定
さ

れ
、
統
一
献
立
の
「
ひ
っ
つ
み
汁
」
は
、

郷
土
料
理
な
が
ら
一
度
も
登
場
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
安
全
に
食
べ
て
い
た

だ
く
た
め
、
ひ
っ
つ
み
を
餃
子
の
皮
で

代
用
し
て
提
供
し
ま
し
た
。
今
ま
で
提

供
で
き
な
か
っ
た
献
立
を
ど
う
す
れ
ば

安
全
に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
か
を
考
え

る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

（
み
ち
の
く
療
育
園
栄
養
士
） 

                  

           

新
生
園
献
立 

 

利
用
者
の
方
に
と
っ
て
は
「
統
一
メ

ニ
ュ
ー
」
と
聞
い
た
だ
け
で
も
ワ
ク
ワ

ク
す
る
の
に
更
に
大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン

と
な
れ
ば
心
中
は
狂
喜
乱
舞
で
す
。 

 

メ
ニ
ュ
ー
表
を
貼
っ
た
途
端
、
ラ
ー

メ
ン
の
絵
に
見
入
る
方
や
「
ラ
ー
メ

ン
！
」
と
連
呼
す
る
方
も
い
て
、
か
な

り
心
待
ち
の
様
子
で
し
た
。 

 

勿
論
、
当
日
は
大
喜
び
で
の
喫
食
で
、

残
食
は
い
よ
か
ん
の
皮
の
み
で
し
た
。 

（
第
二
新
生
園
栄
養
士
） 

      

 

施
設
や
広
報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は 

法
人
本
部
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

発
行 

社
会
福
祉
法
人 

新
生
会 

〒
〇
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八
―
三
六
二
五 

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
室
岡
一
二
―
一
二
五 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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九
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六
一
一
―
〇
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四
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Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
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六
一
一
―
〇
二
五
二 

 

★ビビンバ丼 ★ワンタンスープ 

★豆腐サラダ ★バナナヨーグルト 
※豆腐サラダの豆腐は豆乳とにがりを  

使って茶碗蒸しのように作ります。  

★みそラーメン ★シュウマイ 

★大根と水菜の中華サラダ  ★いよかん  

★ごはん ★ひっつみ汁 

★鰆の梅味噌焼き 

★水菜の白和え ★いよかん 

統
一
献
立
の
日 

 おいしいなぁ♪ 
≪みちのく療育園献立≫  

≪第二新生園献立≫  

≪新生園献立≫  

1 月 29 日提供  

2 月 25 日提供  

3 月 26 日提供  


